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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光パネルを有する光源部と、前記光源部の非発光面側に取り付けられる装着部と、を
備え、前記装着部は、前記発光パネルを点灯制御する回路基板を有する照明装置であって
、
　前記装着部は、前記回路基板と外部装置とを電気的に繋ぐための外部導体が接続される
接続端子を有し、
　前記接続端子は、前記装着部の前記光源部が取り付けられる面の外周端部よりも内方寄
りに配置されており、
　前記接続端子に前記外部導体が接続され、かつ前記光源部に前記装着部が取り付けられ
た状態で、該光源部と該装着部との間には、該外部導体を通すための隙間が形成されてい
ることを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記接続端子と前記外部導体とは、それぞれに設けられたコネクタを用いて接続され、
　前記接続端子のコネクタは、前記装着部の外方を向くように配置されていることを特徴
とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記接続端子のコネクタは、前記外部装置と対向するように配置されていることを特徴
とする請求項２に記載の照明装置。
【請求項４】
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　前記接続端子は、前記外部装置から電力供給を受けるための受電部と、前記受電部によ
り受けた電力を、前記とは別の外部装置に供給するための送電部と、を有することを特徴
とする請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記接続端子は、前記外部装置から制御信号を受信するための受信部と、前記受信部に
より受信された制御信号又は該制御信号を基に生成された信号を、前記とは別の外部装置
に送信するための送信部と、を有することを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか
一項に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記接続端子は、前記外部装置から電力供給を受けるための受電部と、その外部装置か
ら制御信号を受信するための受信部と、前記受電部により受けた電力を、前記とは別の外
部装置に供給するための送電部と、前記受信部により受信された制御信号又は該制御信号
を基に生成された信号を、その外部装置に送信するための送信部と、を有し、
　前記受電部及び受信部は、互いに隣り合うように配置されており、
　前記送電部及び送信部は、互いに隣り合うように配置されていることを特徴とする請求
項３に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記外部導体を構成する可撓性を有した導線をガイドして、該導線の装置外部への導出
方向を調整するための導線配線調整部をさらに備えることを特徴とする請求項１乃至請求
項６のいずれか一項に記載の照明装置。
【請求項８】
　前記外部導体を構成する可撓性を有した導線をガイドして、該導線の装置外部への導出
方向を調整するための導線配線調整部をさらに備え、
　前記導線配線調整部は、
　前記接続端子のコネクタが向いている第１の方向に前記導線を導出するための第１のガ
イドと、
　前記第１の方向と直交し、かつ前記装着部における前記光源部への取付け面と平行する
第２の方向に前記導線を導出するための第２のガイドと、
　前記第２の方向とは反対である第３の方向に前記導線を導出するための第３のガイドと
、を有することを特徴とする請求項２又は請求項３に記載の照明装置。
【請求項９】
　請求項１乃至請求項８のいずれか一項に記載の照明装置を用いたことを特徴とする照明
システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源に発光パネルを用いた照明装置及びそれを用いた照明システムに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、複数のタイル状のフラットパネル発光ユニット（以下、発光ユニットという
）を備えた照明システムが知られている。この照明システムにおいて、発光ユニットは、
グリッド状に互いに隣接するように配置されている。そして、隣り合う発光ユニットは、
発光ユニットの隣り合う縁部に設けられた接点を介して互いに電気的に接続されており、
この接点を介して１つの発光ユニットから次の発光ユニットへと電力伝送が行われる（例
えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　この種の発光ユニットにおいては、隣り合う発光ユニットを電気的に接続するために、
導線等の外部導体が用いられ、この外部導体の両端が、各発光ユニットの接点にそれぞれ
接続される。このとき、施工性の観点から、外部導体を曲げたり、又は形状が異なる外部
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導体を用いることにより、各発光ユニットが電気的に接続される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特表２００７－５３７７０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記発光ユニットが互いに隣接するように配置されていると、隣り合う
ユニット同士を電気的に接続するための接点が近接するので、これら接点を接続する外部
導体を収容するスペースが制約される。その結果、発光ユニットの配置に応じて、例えば
、外部導体を曲げたり、又は形状が異なる外部導体を用いようとしても、スペースが足り
ず、施工性が悪くなることがある。ところが、このスペースを確保しようとすると、発光
ユニットの配置が制限されてしまい、例えば、発光ユニットを隙間なく配置することがで
きず、発光ユニットの配置自由度が低下してしまう。
【０００６】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、外部装置と電気的に接続す
るときの施工性を向上でき、その接続に伴って生じる配置の制約を減らして配置自由度を
向上できる照明装置及びそれを用いた照明システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、本発明の照明装置は、発光パネルを有する光源部と、前記光
源部の非発光面側に取り付けられる装着部と、を備え、前記装着部は、前記発光パネルを
点灯制御する回路基板を有する照明装置であって、前記装着部は、前記回路基板と外部装
置とを電気的に繋ぐための外部導体が接続される接続端子を有し、前記接続端子は、前記
装着部の前記光源部が取り付けられる面の外周端部よりも内方寄りに配置されており、前
記接続端子に前記外部導体が接続され、かつ前記光源部に前記装着部が取り付けられた状
態で、該光源部と該装着部との間には、該外部導体を通すための隙間が形成されているこ
とを特徴とする。
【０００８】
　前記照明装置において、前記接続端子と前記外部導体とは、それぞれに設けられたコネ
クタを用いて接続され、前記接続端子のコネクタは、前記装着部の外方を向くように配置
されていることが好ましい。
【０００９】
　前記照明装置において、前記接続端子のコネクタは、前記外部装置と対向するように配
置されていることが好ましい。
【００１０】
　前記照明装置において、前記接続端子は、前記外部装置から電力供給を受けるための受
電部と、前記受電部により受けた電力を、前記とは別の外部装置に供給するための送電部
と、を有していてもよい。
【００１１】
　前記照明装置において、前記接続端子は、前記外部装置から制御信号を受信するための
受信部と、前記受信部により受信された制御信号又は該制御信号を基に生成された信号を
、前記とは別の外部装置に送信するための送信部と、を有していてもよい。
【００１２】
　前記照明装置において、前記接続端子は、前記外部装置から電力供給を受けるための受
電部と、その外部装置から制御信号を受信するための受信部と、前記受電部により受けた
電力を、前記とは別の外部装置に供給するための送電部と、前記受信部により受信された
制御信号又は該制御信号を基に生成された信号を、その外部装置に送信するための送信部
と、を有し、前記受電部及び受信部は、互いに隣り合うように配置されており、前記送電
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部及び送信部は、互いに隣り合うように配置されていることが好ましい。
【００１３】
　前記照明装置において、前記外部導体を構成する可撓性を有した導線をガイドして、該
導線の装置外部への導出方向を調整するための導線配線調整部をさらに備えることが好ま
しい。
【００１４】
　前記照明装置において、前記外部導体を構成する可撓性を有した導線をガイドして、該
導線の装置外部への導出方向を調整するための導線配線調整部をさらに備え、前記導線配
線調整部は、前記接続端子のコネクタが向いている第１の方向に前記導線を導出するため
の第１のガイドと、前記第１の方向と直交し、かつ前記装着部における前記光源部への取
付け面と平行する第２の方向に前記導線を導出するための第２のガイドと、前記第２の方
向とは反対である第３の方向に前記導線を導出するための第３のガイドと、を有すること
が好ましい。
【００１５】
　前記照明装置は、照明システムに用いられることが好ましい。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、外部導体が接続される接続端子が、装着部の外周端部よりも内方寄り
に配置され、光源部と装着部との間には、外部導体を通すための隙間が形成されているの
で、外部導体を収容するスペースが確保される。従って、外部導体を用いて外部装置と電
気的に接続するときに、配置に応じて、例えば、外部導体を曲げたり、又は形状が異なる
外部導体を用いることにより余分のスペースが必要になる場合であっても、そのスペース
を確保でき、施工性を向上できる。また、外部導体を収容するスペースを確保するための
配置制限をなくすことができ、外部装置との電気的な接続に伴って生じる配置の制約を減
らすことができ、配置自由度の向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施形態に係る照明装置を用いた照明システムのブロック構成図。
【図２】上記照明装置の分解斜視図。
【図３】上記照明装置の光源部と装着部との分解斜視図。
【図４】上記装着部における導線の一配線例を示す斜視図。
【図５】上記とは別の配線例を示す斜視図。
【図６】（ａ）は上記照明装置における光源部が装着部に取り付けられる途上の側面図、
（ｂ）はその途上の同照明装置における図５のＡ－Ａ’線で装着部を切断し同線に相当す
る線で光源部を切断した断面図。
【図７】（ａ）は上記照明装置における光源部が装着部に取り付けられた後の側面図、（
ｂ）はその取付け後の同照明装置における図５のＡ－Ａ’線で装着部を切断し同線に相当
する線で光源部を切断した断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明の一実施形態に係る照明装置及びそれを用いた照明システムについて図面を参照
して説明する。図１は、本実施形態の照明装置を複数用いた照明システムの構成を示す。
本実施形態の照明装置１は、他の照明装置１と電気的に連結可能に構成されており、図示
の照明システム１０において、照明装置１は、列状に並べて配置され、互いに隣り合う照
明装置１と電気的に並列接続されている。照明システム１０は、制御装置１１と、電源装
置１２とをさらに備え、制御装置１１及び電源装置１２は、照明装置１のうち、一端に配
置されたものに電気的に接続されている。
【００１９】
　制御装置１１は、接続対象の照明装置１に、照明装置１を制御するための制御信号を２
系統で送信する。送信系統は、２系統に限定されず、１系統又は３系統以上であってもよ
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い。電源装置１２は、接続対象の照明装置１に、照明装置１を駆動するための電力を供給
する。照明装置１は、受信した制御信号又はそれを基に生成した信号と、供給された電力
とを、隣の照明装置１に送り、このようにして、信号と電力とは順に伝送される。
【００２０】
　図２は、照明装置１の構成を示す。照明装置１は、光源部２と、光源部２の非発光面側
に取り付けられる装着部３とを備える。装着部３は、天井や壁等の装着対象に、ネジ又は
とボルト等の固定具を用いて固定され、そのように固定された状態で光源部２が取り付け
られることにより、光源部２を装着対象に保持するものである。
【００２１】
　光源部２は、有機ＥＬ素子により構成される平板状の発光パネルを収容したパッケージ
２０を有する。装着部３は、パッケージ２０に着脱自在に取り付けられるハウジング３０
を有し、ハウジング３０は、上記発光パネルを点灯制御するための回路基板を収容してい
る。
【００２２】
　装着部３は、上記回路基板と外部装置とを電気的に繋ぐための可撓性を有した導線１３
（外部導体）が接続される接続端子４を有する。接続端子４は、装着部３の光源部２が取
り付けられる取付け面３ａの外周端部よりも内方寄りに配置され、上記回路基板と電気的
に接続されている。接続端子４に導線１３が接続され、かつ光源部２に装着部３が取り付
けられた状態で、光源部２と装着部３との間には、導線１３を通すための隙間が形成され
る。上記外部装置には、制御装置１１、電源装置１２又は他の照明装置１が含まれる。
【００２３】
　また、装着部３は、導線１３をガイドして、導線１３の照明装置１外部への導出方向を
調整するための導線配線調整部５を有する。導線配線調整部５は、ハウジング３０と一体
的に形成されている。
【００２４】
　パッケージ２０及びハウジング３０は、いずれも平面視で矩形であり、一方の辺が他方
の辺よりも若干大きい長方形状に形成されている。パッケージ２０の非発光面側の面を形
成する４辺のうち、１辺に沿う端部に保持部２１ａが設けられている。そして、ハウジン
グ３０のパッケージ２０が取り付けられる取付け面３０ａには、保持部２１ａに保持され
る被保持部３１ａが設けられている。取付け面３０ａは、装着部３の取付け面３ａに含ま
れる。保持部２１ａは、先端が外側を向いたフック形状に形成され、被保持部３１ａは、
保持部２１ａの先端を引っ掛けることが可能な形状に形成されている。
【００２５】
　また、パッケージ２０の上記４辺のうち、保持部２１ａが沿う１辺と対峙する辺に沿う
端部には、１対の係合部（同図では不図示）が設けられている。そして、ハウジング３０
の取付け面３０ａには、それらの係合部をそれぞれ係合するための１対の被係合部３１ｂ
が設けられている。上記係合部は、保持部２１ａと同様に先端が外側を向いたフック形状
に形成され、被係合部３１ｂは、上記係合部の先端を引っ掛けることが可能な形状に形成
されている。１対の被係合部３１ｂは、互いに連結され、ハウジング３０に摺動可能に取
り付けられると共に、バネ等の付勢機構３２により、装着部３の内方に付勢されている。
【００２６】
　ハウジング３０は、取付け面３０ａの略中央に突設された中空の回路基板収容部３３と
、光源部２と上記回路基板とを電気的に接続するメス型端子から成る端子受部３４が埋設
される貫通溝３４ａとを有する。回路基板収容部３３は、上記回路基板を収容している。
光源部２が装着部３に取り付けられるとき、貫通溝３４ａには、光源部２の非発光面側か
ら突出したオス型端子から成る端子部が差し込まれ、その端子部と端子受部３４とが接続
され、上記回路基板と光源部２とが互いに電気的に接続される。
【００２７】
　ここで、説明の便宜上、ハウジング３０の取付け面３０ａを形成する４辺のうち、互い
に対向する２辺をそれぞれ、第１辺３０ｂ、第２辺３０ｃといい、これら２辺と直交し互
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いに対向する２辺をそれぞれ、第３辺３０ｄ、第４辺３０ｅという。被保持部３１ａは、
第１辺３０ｂに沿う端部に配置され、被係合部３１ｂは、第２辺３０ｃに沿う端部に配置
されている。
【００２８】
　接続端子４は、回路基板収容部３３の両側方に設けられており、具体的には、第３辺３
０ｄ側の側方と、第４辺３０ｅ側の側方とに設けられている。接続端子４と導線１３とに
は、それぞれ、コネクタ４ａ、１３ａが設けられており、接続端子４と導線１３とは、コ
ネクタ４ａ、１３ａを用いて接続される。コネクタ４ａ、１３ａは、それぞれ、差込型の
ピン端子を有し、コネクタ４ａのピン端子がメス型であって、コネクタ１３ａのピン端子
がオス型であり、それらのピン端子は、互いに抜き差し可能な構成を有する。各ビン端子
は、メス型とオス型とが逆であってもよい。コネクタ４ａは、その接続面が装着部３の外
方を向くように配置されている。回路基板収容部３３の取付け面３ａからの突出寸法は、
コネクタ１３ａの縦方向の寸法よりも高い。光源部２を装着部３に取り付けた状態での両
者間の隙間は、少なくともコネクタ１３ａを収容する空間を形成する。
【００２９】
　また、接続端子４は、制御装置１１（図１参照）又は他の照明装置１から制御信号を受
信するための受信部４１と、受信部４１により受信された制御信号又はその制御信号を基
に生成された信号を、上記とは別の照明装置１に送信するための送信部４２とを有する。
また、接続端子４は、電源装置１２（図１参照）又は他の照明装置１から電力供給を受け
るための受電部４３と、受電部４３により受けた電力を、送信部４２による送信対象と同
じ照明装置１に供給するための送電部４４とを有する。
【００３０】
　受信部４１と送信部４２とは、制御装置１１の送信系統数に応じて設けられており、本
実施形態では、その送信系統が２系統であることから、受信部４１と送信部４２とは、２
個ずつ設けられている。
【００３１】
　受信部４１及び受電部４３は、列状で互いに隣り合うように配置され、かつコネクタ４
ａのコネクタ１３ａとの接続面が第４辺３０ｅと直交する方向を向くように配置されてい
る。このようにして、制御信号の送信元又は電力供給元である他の照明装置１が第４辺３
０ｅに隣接するように配置された状態で、受信部４１及び受電部４３は、その照明装置１
と対向するように配置されている。
【００３２】
　送信部４２及び送電部４４は、列状で互いに隣り合うように配置され、かつコネクタ４
ａのコネクタ１３ａとの接続面が第３辺３０ｄと直交する方向を向くように配置されてい
る。このようにして、制御信号の送信先又は電力供給先である他の照明装置１が第３辺ｄ
０ｅに隣接するように配置された状態で、送信部４２及び送電部４４は、その照明装置１
と対向するように配置されている。受信部４１及び受電部４３の組合せと、送信部４２及
び送電部４４の組合せとは、互いに反対の方向を向いている。
【００３３】
　導線配線調整部５は、第１ガイド５１、第２ガイド５２及び第３ガイド５３を有する。
第１ガイド５１は、コネクタ４ａが向いている第１方向Ｄ１に導線１３を導出するための
ガイドである。第２ガイド５２は、第１方向Ｄ１と直交し、かつ取付け面３ａと平行する
第２方向Ｄ２に導線１３を導出するためのガイドである。第３ガイド５３は、第２方向Ｄ
２とは反対である第３方向Ｄ３に導線１３を導出するためのガイドである。
【００３４】
　第１ガイド５１、第２ガイド５２及び第３ガイド５３は、それらを１組として、受信部
４１及び受電部４３に接続される導線１３用として、第４辺３０ｅに沿って１組、設けら
れている。また、第１ガイド５１、第２ガイド５２及び第３ガイド５３の組合せは、送信
部４２及び送電部４４に接続される導線１３用として、第３辺３０ｄに沿って、１組設け
られている。それらの組は、互いに同じような構成を有する。
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【００３５】
　ここでは、これら２組のうち、第３辺３０ｄに沿って設けられた組に基づいて説明する
。第１ガイド５１は、第３辺３０ｄに沿う端部のうち、送信部４２及び送電部４４の列の
略中央に対向する部位に配置されている。第１ガイド５１は、ハウジング３０の取付け面
３０ａに立設され第１方向Ｄ１に沿って延びた支持部５１ａと、支持部５１ａの頂部に連
なり、その頂部から両側方に延びた導線押付け部５１ｂとを有する。このようにして、第
１ガイド５１は、第１方向Ｄ１に直交する断面が略Ｔ字に形成されている。また、第１ガ
イド５１は、導線押付け部５１ｂの先端部に形成されたストッパ５１ｃを有する。ストッ
パ５１ｃは、導線押付け部５１ｂの下方に収められた導線１３が、その下方の空間から抜
け出ないように、導線１３の動きを規制するためのものである。ストッパ５１ｃは、導線
押付け部５１ｂの先端部の取付け面３０ａ側に突設され、第１方向Ｄ１に沿って延びてい
る。
【００３６】
　第２ガイド５２は、第３辺３０ｄに沿う端部のうち、第２方向Ｄ２の端部に設けられて
いる。第２ガイド５２は、ハウジング３０の取付け面３０ａに立設され第２方向Ｄ２に沿
って延びた支持部５２ａと、支持部５２ａの頂部に連なり、その頂部からハウジング３０
の内方に延びた導線押付け部５２ｂとを有する。このようにして、第５ガイド５２は、第
２方向Ｄ２に直交する断面が、略Ｌ字を右回りに１８０度回転させた形状に形成されてい
る。また、第２ガイド５２は、導線押付け部５２ｂの先端部に形成されたストッパ５２ｃ
を有する。ストッパ５２ｃは、導線押付け部５２ｂの下方に収められた導線１３が、その
下方の空間から抜け出ないように、導線１３の動きを規制するためのものである。ストッ
パ５２ｃは、導線押付け部５２ｂの先端部の取付け面３０ａ側に突設され、第２方向Ｄ２
に沿って延びている。
【００３７】
　第３ガイド５３は、第３辺３０ｄに沿う端部のうち、第３方向Ｄ３の端部に設けられて
いる。第３ガイド５３は、第３方向Ｄ３に沿って延びており、その形状は第２ガイド５２
と同等である。
【００３８】
　照明装置１は、その使用時において、装着部３が装着対象に装着され、その後、接続端
子４に導線１３が接続されて、光源部２が装着部３に取り付けられる。装着部３の装着対
象への装着と、導線１３の接続とは、順序が逆であってもよい。
【００３９】
　図３は、光源部２及び装着部３の内部構成を示す。光源部２は、パッケージ２０と、上
述した発光パネル６とに加え、発光パネル６の非発光面側（図中上方向）に設置されてパ
ッケージ２０に収容される配線基板７を有する。
【００４０】
　発光パネル６と配線基板７とは、耐熱性、耐湿性及び応力緩和性に優れた芯材入りのア
クリル系両面接着テープ等により接着固定されており、超音波溶着等により設けられた導
電性ワイヤ８により互いに電気的に接続されている。
【００４１】
　発光パネル６は、透光性を有する四角形の基板上に、透明導電膜から成る正電極、発光
機能を有する発光層、光反射性を有する負電極を、順に積層した発光部（不図示）が形成
され、その発光部の外側が封止材で被覆されたものである。
【００４２】
　配線基板７は、その中央が開口した枠形状に形成されており、その装着部３側の面に、
装着部３の端子受部３４（図１参照）に差し込まれる上述した端子部７１が突設されてい
る。端子部７１は、配線基板７と装着部３とを電気的に接続するためのものである。配線
基板７は、ガラス繊維布にエポキシ樹脂等を含侵させて硬化させたガラス繊維板、例えば
、ＦＲ－４等の、難燃性及び低導電率を両立した基材により構成される。
【００４３】
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　パッケージ２０は、発光パネル６の発光面側（図中上方向）を覆うカバー２０ａと、非
発光面側を覆うケース２０ｂとにより構成される。カバー２０ａ及びケース２０ｂは、互
いに嵌合係止される。
【００４４】
　カバー２０ａは、四角形で透明な平板状部材で構成される。カバー２０ａは、発光パネ
ル６と対向する面が開口した枠状部材、又は少なくとも発光パネル６と対向する面が透明
な平板状部材であってもよい。カバー２０ａがそれらのうちの前者である場合、開口した
箇所に透明な保護カバー等が配置されることが好ましい。カバー２０ａの周縁側部には、
カバー２０ａとケース２０ｂとを係合するための複数の嵌合爪２２が突設されている。
【００４５】
　ケース２０ｂは、カバー２０ａと対向する面が開口した箱状部材である。ケース２０ｂ
の開口は、カバー２０ａに対応した形状であり、その開口にカバー２０ａが嵌め込まれる
。その嵌込みにより、嵌合爪２２はケース２０ｂの内側壁に設けられた嵌合溝（不図示）
に嵌合され、カバー２０ａとケース２０ｂとは互いに結合される。ケース２０ｂには、端
子部７１を装着部３側に露出させるための溝２３が形成されており、溝２３に端子部７１
が挿通される。ケース２０ｂの底面は、配線基板７に対応する形状に形成されており、具
体的には、外底面における配線基板７の中央開口に対応する部位に凹部２４が形成され、
その部位が僅かに底上げされている。
【００４６】
　カバー２０ａ及びケース２０ｂの形状は、照明装置１の用途に応じた任意の形状が用い
られ、発光パネル６に対応した形状に形成されているが、本実施形態では、正面視が矩形
状であるものとする。カバー２０ａの構成材料としては、例えば、ＡＢＳ樹脂、アクリル
樹脂、又はポリスチレン樹脂等の透明なプラスチック材料が用いられる。パッケージ２０
ａの構成材料としては、上記カバー２０ａと同様の材料が用いられる他、例えば、表面に
絶縁処理が施されたアルミニウム等の金属材料等の不透明の材料が用いられてもよい。
【００４７】
　装着部３は、ハウジング３０、及び上述した回路基板９に加え、ハウジング３０の回路
基板収容部３３に回路基板９を収容した状態で回路基板９の光源部２とは反対側の面を覆
うための絶縁板３５を有する。絶縁板３５は、外部から物理的にも電気的にも影響を受け
ないように回路基板９を保護するものである。
【００４８】
　回路基板９は、配線基板７と同様の基材により構成されており、光源部２側の面に、接
続端子４と、発光パネル６を駆動するための駆動ドライバ等の各種素子とが実装されてい
る。上記各種素子は、回路基板９の中央付近に配置され、接続端子４は、回路基板９の端
部に配置されている。回路基板９は、光源部２とは反対側から回路基板収容部３３に収容
される。
【００４９】
　ハウジング３０は、接続端子４に対応する位置に切欠き部３６を有する。回路基板９が
ハウジング３０に取り付けられるとき、切欠き部３６は、光源部２側に接続端子４を露出
させ、回路基板収容部３３は、上記各種素子を収容する。回路基板収容部３３の周縁には
、保持枠３３ａが設けられ、保持枠３３ａの内壁には、回路基板９をネジ止めするための
ネジ止め部３３ｂが設けられている。保持枠３３ａは、ネジ止め部３３ｂと共に、回路基
板９上に実装された各種素子が、回路基板収容部３３の底面に接触しないように、回路基
板９を中浮き状態で保持する。回路基板９には、ネジ止め部３３ｂと対応する位置に、ネ
ジ孔９１が形成されている。ネジ孔９１及びネジ止め部３３ｂにネジ１４が挿通されるこ
とにより、回路基板９はハウジング３０に取り付けられる。回路基板収容部３３は、光源
部２に装着部３が装着された状態で、頂部がケース２０ｂの凹部２４に嵌まる位置に配置
されている。
【００５０】
　また、ハウジング３０は、光源部２とは反対側の面に凹設された絶縁板収容部３７を有
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する。絶縁板収容部３７は、絶縁板３５が嵌め込まれるものであって、絶縁板３５に対応
する形状であり、厚みが絶縁板３５と略同じ寸法である。回路基板収容部３３は、この絶
縁板収容部３７からさらに一段、凹むように形成されている。回路基板９をハウジング３
０に取り付けた状態で、回路基板９の実装面とは反対側の面が、絶縁板収容部３７の底面
と略同一の平面になるように、保持枠３３ａは寸法が予め調整されている。この調整によ
り、絶縁板収容部３７に絶縁板３５を嵌め込んだ状態で、ハウジング３０の底面と絶縁板
３５の底面との間には段差が殆んどなくなる。そのため、ハウジング３０を、その底面が
装着対象に接するように取り付けた場合、ハウジング３０のがたつきがなくなり、取付け
が安定したものになる。
【００５１】
　図４は、接続端子４に導線１３が接続された状態での導線１３の配線例を示す。本配線
例においては、導線１３が、第１ガイド５１によりガイドされており、この配線は、例え
ば、外部装置が第１方向Ｄ１に配置されたときになされる。導線１３は、適宜曲げられて
、導線押付け部５１ｂの下方空間に集め入れられている。また、導線１３は、曲げられた
状態からの復元力に起因して、上記の下方空間から抜け出すことがないように、ストッパ
５１ｃにより、復元の動きが規制されている。このようにして、導線１３は、第１方向Ｄ
１に導出されるように保持されている。
【００５２】
　図５は、上記とは別の配線例を示す。この配線例においては、送信部４２及び送電部４
４側の導線１３が第３ガイド５３によりガイドされており、この配線は、例えば、電力及
び信号の送信先である外部装置が第３方向Ｄ３に配置されたときになされる。導線１３は
、第１方向Ｄ１から第３方向Ｄ３に向けて、略直角に曲げられており、導線押付け部５３
ｂの下方空間に集め入れられている。また、導線１３は、支持部５３ａにより、曲げられ
た状態からの復元が規制されている。また、導線１３は、曲げ時に撓んで、上記の下方空
間からハウジング３０の内方に抜け出すことがないように、ストッパ５３ｃにより移動が
制限されている。このようにして、導線１３は、第３方向Ｄ３に導出されるように保持さ
れている。なお、不図示であるが、第２ガイド５２を用いた導線１３の配線調整も、第３
ガイド５３を用いた調整と同様に行うことができる。
【００５３】
　図６及び図７は、光源部２を装着部３に取り付ける手順を示す。装着部３は、予め天井
や壁等の装着対象に固定され、導線１３（図示せず）が接続端子４に接続されているもの
とする。図６（ａ）（ｂ）に示すように、光源部２は、端子部７１と端子受部３４とが対
向するように配置され、その後、傾けられて、係合部２１ｂが被係合部３１ｂに差し込ま
れる。そして、係合部２１ｂと被係合部３１ｂとの係合部位を軸として、保持部２１ａを
装着部３に近づけるように、光源部２を回動させることにより、光源部２と装着部３とは
平行な位置関係になり、端子部７１は、貫通溝３４ａ（図２参照）に挿入される。上記回
動時に、係合部２１ｂで被係合部３１ｂを押し込むことにより、被係合部３１ｂは外方に
摺動する。
【００５４】
　図７（ａ）（ｂ）に示すように、光源部２と装着部３とが互い平行となった状態で、被
係合部３１ｂを付勢機構３２（図２参照）により内方に摺動させると、光源部２がスライ
ドして、保持部２１ａが被保持部３１ａにより保持される。ここで、被係合部３１ｂは付
勢機構３２により内方に付勢されていることから、作業者が係合部２１ｂによる被係合部
３１ｂの押し込みを緩めれば、自動的に、光源部２がスライドし、保持部２１ａが被保持
部３１ａにより保持される。このとき、付勢機構３２による弾性力が働くので、作業者に
与える装着感を良くすることができる。また、この装着時に、端子部７１が端子受部３４
に接続され（図６（ａ）（ｂ）参照）、光源部２と装着部３との機械的な保持と、電気的
な接続とを同時に行うことができる。これにより、光源部２の装着部３への取付けが完了
する。
【００５５】
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　取付けが完了した状態で、光源部２は、回路基板収容部３３の上に載置され、それによ
り、光源部２と装着部３との間には、隙間Ｃ１が形成される。この隙間Ｃ１は、導線１３
（図２参照）を通すためのものであり、コネクタ１３ａ（図２参照）等を収容する。
【００５６】
　光源部２を装着部３から取り外すときには、光源部２を握持すると共に被係合部３１ｂ
に押し込むことにより、被係合部３１ｂが摺動する。そうすると、光源部２も僅かにスラ
イドして、保持部２１ａが被保持部３１ａから外れて保持されなくなり、この保持されて
いない側の光源部２の端部を持ち上げて装着部３から離せば、光源部２を装着部３から容
易に取り外すことができる。また、複数の照明装置１が列状に配置されている場合は作業
者が指を使って、複数の照明装置１が格子状に配置されている場合は、その隙間に棒状の
部材を差し込むことによって、被係合部３１ｂを摺動させる。こうすれば、上記と同様に
、光源部２が僅かにスライドして、保持部２１ａが被保持部３１ａから外れて保持されな
くなり、光源部２を装着部３から取り外すことができる。
【００５７】
　本実施形態においては、導線１３が接続される接続端子４が、装着部３の外周端部より
も内方寄りに配置され、光源部２と装着部３との間には、導線１３を通すための隙間Ｃ１
が形成されているので、導線１３を収容するスペースが確保される。従って、導線１３を
用いて外部装置と電気的に接続するときに、配置に応じて、例えば、導線１３を曲げたり
、又は形状が異なる導線１３を用いることにより余分のスペースが必要になる場合であっ
ても、そのスペースを確保でき、施工性を向上できる。また、導線１３を収容するスペー
スを確保するための配置制限をなくすことができ、例えば、外部装置と隙間なく隣接する
ように配置することもできる。そのため、外部装置との電気的な接続に伴って生じる配置
の制約を減らすことができ、配置自由度の向上を図ることができる。また、光源部２が装
着部３に取り付けられた状態で、接続端子４は光源部２に覆われるので、接続端子４は光
源部２の前方からは見えなくなり、外観を良好なものにすることができる。また、光源部
２により接続端子４を外部から保護することができる。
【００５８】
　また、接続端子４のコネクタ４ａは、装着部３の外方を向いており、外方から導線１３
のコネクタ１３ａをコネクタ４ａに接続することは容易であることから、コネクタ１３ａ
の接続作業が簡単になる。また、第３辺３０ｄ又は第４辺３０ｅに接するように他の照明
装置１が配置されたとき、コネクタ４ａはその照明装置１と対向するので、コネクタ４ａ
とその照明装置１とを電気的に結ぶための導線１３の長さは短くてよい。そのため、導線
１３の配線をすっきりさせることができ、また、導線１３のコストを低減することができ
る。
【００５９】
　また、受電部４３に外部装置が接続され、送電部４４に別の外部装置が接続されたとき
、外部装置から受電部４３を介して電力供給を受けて、その受けた電力を送電部４４を介
して別の外部装置に送信することができる。従って、電力の伝送が可能になる。また、受
信部４１に外部装置が接続され、送信部４２に別の外部装置が接続されたとき、外部装置
から受信部４１を介して制御信号を受信して、その受信した制御信号又はそれを基に生成
された信号を送信部４２を介して別の照明装置１に送信することができる。従って、信号
の伝送が可能になる。
【００６０】
　また、受信部４１と受電部４３との間で、接続対象の外部装置が共通である場合、その
外部装置と、受信部４１及び受電部４３とを、それぞれ、導線１３で接続する際、受信部
４１と受電部４３とは近い位置にあることから、接続作業の手間を減らすことができる。
また、送信部４２及び送電部４４への導線１３の接続作業についても同様の効果が得られ
る。また、受信部４１及び受電部４３の組合せと、送信部４２及び送電部４４の組合せと
が互いに反対の方向を向いている。このことから、電力及び信号の送出元である外部装置
と、照明装置１と、電力及び信号の伝送先である外部装置とが、電力及び信号の伝送順で
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【００６１】
　また、導線配線調整部５により導線１３をガイドして、導線１３の配線をすっきりさせ
ることができる。また、第１ガイド５１、第２ガイド５２、第３ガイドは、それぞれ、導
線１３を第１方向Ｄ１、第２方向Ｄ２、第３方向Ｄ２に導出するものである。そして、第
１方向Ｄ１、第２方向Ｄ２、第３方向Ｄ２は、装着部３の正面から見て、それぞれ、装着
部３の上方、隣又は下方を指している。従って、その上方、隣、下方のいずれの位置に、
外部装置が配置されたとしても、第１ガイド５１、第２ガイド５２、第３ガイド５２のい
ずれかを用いて、導線１３を外部装置の方向に導出することができ、導線１３の配線をす
っきりさせることができる。
【００６２】
　なお、本発明は、上記の実施形態の構成に限定されるものでなく、使用目的に応じ、様
々な変形が可能である。
【符号の説明】
【００６３】
１　照明装置
２　光源部
３　装着部
３ａ　取付け面（装着部の光源部が取り付けられる面）
４　接続端子
４ａ　コネクタ
４１　受信部
４２　送信部
４３　受電部
４４　送電部
５　導線配線調整部
５１　第１ガイド
５２　第２ガイド
５３　第３ガイド
６　発光パネル
９　回路基板
１０　照明システム
１１　制御装置（外部装置）
１２　電源装置（外部装置）
１３　導線（外部導体）
１３ａ　コネクタ
Ｃ１　隙間
Ｄ１　第１方向
Ｄ２　第２方向
Ｄ３　第３方向
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